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令和５年４月にオープンしました。伊豆山にお住いの小・中学生を対象に、
毎月楽しい企画を子どもたちと楽しんでいます！

代表者　田窪　由岐子さん
８年前に熱海に移住。「自然のめぐみを感じてもら

いたい・障害のある人もそうでない人も共に暮らせる
方法を学んでほしい」こうした思いを子どもたちに伝
えるために活動しています。

笑顔がステキなボランティアの皆さん

自然の森の香りを感じる栞づくりの様子
（10月アロマ教室）

令和６年１月発行みんなで支えあい みんなでつくる福祉のまちづくり

伊豆山に子ども食堂が復活しました！

開催日時：毎月第４土曜日
場　　所：熱海市伊豆山707伊豆山仲道
対　　象：伊豆山地区の小中学生
内　　容：毎月楽しいイベントを企画しています
　　　　　　✿　２月の予定：かるたとり
　　　　　　✿　３月の予定：演奏、お話会　＠起雲閣
参 加 費：無料
お問合せ：サロン代表者　田窪　090（3349）2712

ふーちゃん

完成した栞完成した栞
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社会福祉協議会会長より
新年のごあいさつ

熱海市社会福祉協議会　会長　櫻　井　　優
新年あけましておめでとうございます。
皆様には、希望に満ちた新春をお迎えのことと心からお

喜び申し上げます。
日頃より社会福祉協議会に対しまして、温かい御支援御

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
本年も明るい地域社会

実現のため、一層の御支
援・御協力を賜りますよ
うお願い申し上げますと
ともに、皆様方の御健
勝・御多幸を心からお祈
り申し上げまして新年の
挨拶といたします。

令和５年11月、入職しました。
元気に明るく楽しくがんばりたいと思います。
そのままを利用者さんに届けたい
と思います。
よろしくお願いいたします。

12月16日（土）、南熱海マリンホールにて「第38回　福祉まつり」を開催しました。熱海市内
に住み、働き、学ぶ人々が顔を合わせふれあうこのお祭りは４年ぶりです。今年は、実行委員会
（伊勢井勝実行委員長）の皆さまからのアイデアを元に、消防車やパトカーの写真撮影コーナーや
スタンプラリーを実施しました。当日は、福祉団体のブースのゲームや軽食の販売、ステージの披
露もあり多くの来場者でにぎわいました！今回の福祉まつりのテーマ、地域の皆様との「絆」、「ふ
れあい」を感じる一日となりました。

スタッフ紹介

福祉まつり報告福祉まつり報告

介護サービス室訪問介護サービス提供責任者

齊 藤　公 代
さい　とう きみ　 よ
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こつこつの仕組み

熱海市社会福祉協議会では、住民参加型福祉サービス「こつこつ」を実施しています。「こつこつ」と
は、地域で困っている人を地域の人が支える、有償の福祉サービスです。
庭の草むしりができなくなった、ゴミ出しができない、買い物に行けない等、生活の中でお困りごとの

ある方はぜひ、ご相談ください。

令和６年４月より、保険の加入方法を変更させていただくことになりました。
今年度加入いただいております団体の皆さまには詳しい内容を通知いたします。
皆さまには大変お手数をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

①　社協窓口にて保険の「加入申込書」と「払込取扱票」を受け取ります。
②　「加入申込書」「払込取扱票」を記入し、郵便局にて保険料を払い込みます。
　　※現金払いでは払込手数料が110円かかります。
　　ゆうちょ銀行口座（通帳・カード）から払い込む場合は手数料はかかりません。
③　社協窓口にて「加入申込書」と「払込取扱票（振替払込請求書兼受領証）」を提出し、申込みとなります。
④　手続き完了

※郵便局にて払込後、「加入申込書」「払込取扱票（振替払込請求書兼受領証）」を社協窓口にお持ちいただか
ないと手続きは完了しません。活動前日までに必ず払込と窓口提出をお済ませください。
※手続きが完了しない場合、保険の適用となりませんので、ご注意ください。

移動支援セミナーを受講されたボランティアさんが、高齢者の移動支援ボランティアとして活躍
されています。受診や買い物など…おひとりでの外出が難しくお困りの方、ご相談下さい。
また、ボランティアの興味のある方は、ぜひ、移動支援セミナーにご参加ください。
※令和５年度のセミナーは６月・10月に開催しました。

ボランティア保険、ふれあいサロン保険の加入方法が変わります

住民参加型福祉サービス「こつこつ」をご存じですか？

あなたの力をお貸しください！
できることから～“こつこつと”
あなたの力をお貸しください！
できることから～“こつこつと”

問い合わせ：熱海市社会福祉協議会
担当：日比野・佐野　0557（86）6339

協力会員さんの紹介

協力会員：竹谷　とも子さん
週に1回、お買い物代行の支援をされています

利用会員：小松さん、協力会員：佐伯さん
移動支援の様子

社協担当職員：向って右から日比野、島田、
　　　　　　　佐野

高齢者移動支援もこつこつで実施しています！

変更後の加入方法

協力会員を募集しています！協力会員を募集しています！



介護予防体操スタッフを募集しています介護予防体操スタッフを募集しています
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社会福祉
法　　人 熱海市社会福祉協議会
〒413-0015 静岡県熱海市中央町１番26号

　熱海市総合福祉センター２階

TEL（0557）86－6339・6340
FAX（0557）86－6341
http://www.atami-shakyo.com/
E-mail:csw-atami@po2.across.or.jp
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介護サービス室　スタッフ募集介護サービス室　スタッフ募集
就業内容：参加者の前で体操の指導、脳トレ、レクリ
　　　　　エーション
就業場所：市内公共施設
時　　給：1,100円～
体操やレクリエーションについては先輩
スタッフに教わりながら覚えていただけます。
参加者の皆さんとご一緒に身体を動かし、
交流ができる充実したお仕事です。
ご興味のある方は下記までお気軽にお問合せください。

☆介護支援専門員（常勤）

☆登録ヘルパー
　※ １時間単位でも業務可能
お気軽に御連絡下さい
　問合せ先　熱海市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　介護サービス室
　電　　話　0557－86－1112

一緒に働いて
みませんか？
一緒に働いて
みませんか？

令和４年度決算報告（資金収支計算書）
（単位：千円）

収入の部 決算額

会費収入 3,630

寄附金収入 2,315

経常経費補助金収入 22,007

受託金収入 62,320

事業収入 5,621

貸付事業等収入 82

負担金収入 9,655

介護保険収入 44,186

障害福祉サービス等事業 3,145

受取利息配当金収入 9

その他の収入 377

  Ａ　事業活動収入計 153,347

施設整備等補助金収入 0

固定資産売却収入 0

サービス区分間繰入金収入 0

   B　その他活動収入計 0

（単位：千円）
支出の部 決算額

法人運営事業 27,725

権利擁護事業 15,909

生活困窮者自立支援事業 12,912

地域福祉事業 30,481

共同募金配分金事業 5,482

資金貸付事業 89

居宅介護支援事業 23,545

訪問介護事業 16,431

障害者福祉事業 1,390

 C　 事業活動支出計 133,964

固定資産取得支出 3,422

基金・積立預金積立支出 3,487

サービス区分間繰入金支出 0

 D   その他活動資金支出計 6,909

A+B　　 収入の部計

C+D   　 支出の部計

差引計

153,347
140,873

12,474

熱海市地域創生プラン「あったまる熱海」の基本理念に基づく、当会
の第５次地域福祉活動計画に定める以下の事業に取組みました。
伊豆山土石流災害に対しては、ボランティアセンターとささえ逢いセ

ンターを継続して支援を実施しました。
また、コロナウイルス関連事業は、昨年度同様、コロナ特例貸付事業

を９月まで、生活困窮者自立支援金を12月まで、数多くの申請受付を
行いました。
１ お互いさまから始まる思いやりのこころづくり
地域福祉を支える意識の醸成として、社協だよりを見やすいようにフルカラーや
見開きにし、年２回全戸配布としました。
地域福祉を担う人づくりでは、移動支援について、送迎ボランティア講座を開催し、
実証実験を行いました。
２ 共に生きる地域づくり
ボランティア・NPOへの参加や「ささえ逢いセンター」の活動、移動支援の活動、
地域の有償ボランティアの活動場所、活動の機会を提供しました。
また、生活支援体制整備事業の推進として、泉・伊豆山地区、南熱海地区でそれ
ぞれの協議体を開催し、地域課題について話し合いました。熱海の西部地区の地域
づくり事務局で出てきた問題点や地域づくりの在り方について情報共有や意識を共
にしました。
なお、熱海市民が気軽に相談できる場所として、市内の７つの社会福祉法人に「福
祉何でも相談窓口」を設置し解決できない事柄は、社協へつなぎ問題解決に向けて
共有を図りました。
３ みんなにやさしいしくみづくり
重層的支援体制整備事業は、令和４年度も行政や包括的相談支援事業所、就労支援
事業所、障がいサービス事業所などの関係機関と事業内容に関する意識統一や連絡方
法などの共有化を図りました。
また、権利擁護事業として、次の事業を実施しました。
　⑴　日常生活自立支援事業の推進として、判断能力がわずかに低下した利用者
　　　　に対し、日常的な金銭管理の支援を実施しました。
　⑵　成年後見センター事業の充実強化に努め、当市で初となる市民後見人が誕
　　　　生し、社協として後見監督業務を実施しました。
　⑶　生活困窮者自立支援事業の実施として、一人のために出来る支援を目指し
　　　　て、「生活困窮者の自立と尊厳の確保」と「生活困窮者支援を通じた地域づ
　　　　くり」を目的に、相談体制の充実を図りました。
４ 介護保険事業の充実
居宅介護支援事業、訪問介護事業に取組んでいます。
運営体制を見直し、利用者の確保や職員の資質向上に努めました。

令和４年度事業報告


